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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　巨核球－赤血球前駆細胞（ＭＥＰ）を作製する方法であって、アリール炭化水素受容体
（ＡｈＲ）調節物質の存在下の培養物において、ＭＥＰ前駆細胞をＭＥＰに分化させるこ
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とを含む、方法。
【請求項２】
　ＡＨＲアンタゴニストの存在下でＭＥＰ前駆細胞を培養することを含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　ＡＨＲアゴニストの存在下でＭＥＰ前駆細胞を培養することを含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
　ＡＨＲアンタゴニストの存在下でＭＥＰ前駆細胞を培養すること、および、次いで、Ａ
ＨＲアゴニストの存在下でＭＥＰ前駆細胞を培養することを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項５】
　前記ＭＥＰ前駆細胞が多能性幹細胞である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＭＥＰがＣＤ４１およびＣＤ２３５を共発現する、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＭＥＰがＣＤ３４を発現しない、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法によって作製された、ＭＥＰ。
【請求項９】
　赤血球（ＲＢＣ）を作製する方法であって、
請求項１に記載の方法にしたがってＭＥＰを作製すること、および
ＲＢＣを作製するのに十分な条件下で該ＭＥＰを培養すること
を含む、方法。
【請求項１０】
　ＲＢＣを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培
養することを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　赤血球（ＲＢＣ）を作製する方法であって、
請求項８に記載のＭＥＰを提供すること、および
ＲＢＣを作製するのに十分な条件下で該ＭＥＰを培養すること
を含む、方法。
【請求項１２】
　赤血球（ＲＢＣ）を作製する方法であって、ＡｈＲアゴニストの存在下でＭＥＰを培養
することを含む、方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法によって作製された、ＲＢＣ。
【請求項１４】
　巨核球（Ｍｋ）を作製する方法であって、
請求項１に記載の方法にしたがってＭＥＰを作製すること、および
Ｍｋを作製するのに十分な条件下で該ＭＥＰを培養すること
を含む、方法。
【請求項１５】
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲ調節物質の存在下で前記ＭＥＰを培養す
ることを含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＡｈＲ調節物質がＡｈＲアンタゴニストである、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培養すること、および、次いで、ＡｈＲアン
タゴニストの存在下で培養することを含む、請求項１４に記載の方法。
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【請求項１８】
　Ｍｋを作製する方法であって、
請求項８に記載のＭＥＰを提供すること、および
Ｍｋを作製するのに十分な条件下で該ＭＥＰを培養すること
を含む、方法。
【請求項１９】
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲ調節物質の存在下で前記ＭＥＰを培養す
ることを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ＡｈＲ調節物質がＡｈＲアンタゴニストである、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培養すること、および、次いで、ＡｈＲアン
タゴニストの存在下で培養することを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　Ｍｋを作製する方法であって、ＡｈＲ調節物質の存在下でＭＥＰを培養することを含む
、方法。
【請求項２３】
　前記ＡｈＲ調節物質がＡｈＲアンタゴニストである、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培養すること、および、次いで、ＡｈＲアン
タゴニストの存在下で培養することを含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　請求項２２に記載の方法によって作製された、Ｍｋ。
【請求項２６】
　血小板を作製する方法であって、
請求項１に記載の方法にしたがってＭＥＰを作製すること；
Ｍｋを作製するのに十分な条件下で該ＭＥＰを培養すること；および
該Ｍｋから血小板を分化させるのに十分な条件下で該Ｍｋを培養すること
を含む、方法。
【請求項２７】
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲ調節物質の存在下で前記ＭＥＰを培養す
ることを含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記ＡｈＲ調節物質がＡｈＲアンタゴニストである、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培養
すること、および、次いで、ＡｈＲアンタゴニストの存在下で培養することを含む、請求
項２６に記載の方法。
【請求項３０】
　前記Ｍｋから血小板を分化させるのに十分な前記条件が、ＡｈＲアンタゴニストの存在
下で培養することを含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項３１】
　血小板を作製する方法であって、
請求項８に記載のＭＥＰを提供すること；
Ｍｋを作製するのに十分な条件下で該ＭＥＰを培養すること；および
該Ｍｋから血小板を分化させるのに十分な条件下で該Ｍｋを培養すること
を含む、方法。
【請求項３２】
　血小板を作製する方法であって、ＡｈＲ調節物質の存在下でＭＥＰを培養してＭｋを作
製すること、および血小板を分化させるのに十分な条件下で該Ｍｋを培養することを含む



(4) JP 2015-528284 A5 2016.9.29

、方法。
【請求項３３】
　前記Ｍｋから血小板を分化させるのに十分な前記条件が、ＡｈＲアンタゴニストの存在
下で培養することを含む、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　請求項３２に記載の方法によって作製された、血小板。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　本開示はまた、血小板を作製する方法であって、ＡｈＲ調節物質の存在下でＭｋを培養
することを含む方法を提供する。一部の実施形態では、前記ＡｈＲ調節物質は、ＡｈＲア
ンタゴニストである。一部の実施形態では、前記ＡｈＲアンタゴニストは、前記培養物中
の巨核球胞体突起の産生速度を増加させる効果を有する。
　特定の実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
　巨核球－赤血球前駆細胞（ＭＥＰ）を作製する方法であって、アリール炭化水素受容体
（ＡｈＲ）調節物質の存在下の培養物において、ＭＥＰ前駆細胞をＭＥＰに分化させるこ
とを含む、方法。
（項目２）
　ＡＨＲアンタゴニストの存在下でＭＥＰ前駆細胞を培養することを含む、項目１に記載
の方法。
（項目３）
　ＡＨＲアゴニストの存在下でＭＥＰ前駆細胞を培養することを含む、項目１に記載の方
法。
（項目４）
　ＡＨＲアンタゴニストの存在下でＭＥＰ前駆細胞を培養すること、および、次いで、Ａ
ＨＲアゴニストの存在下でＭＥＰ前駆細胞を培養することを含む、項目１に記載の方法。
（項目５）
　前記ＭＥＰ前駆細胞が多能性幹細胞である、項目１に記載の方法。
（項目６）
　前記培養物が血清を含まない、項目１に記載の方法。
（項目７）
　前記培養物がフィーダー細胞を含まない、項目１に記載の方法。
（項目８）
　ＭＥＰを作製する方法であって、ＢＭＰ－４、ｖＶＥＧＦ、ＷＮＴ３ａ、ｂＦＧＦ、ｈ
ＳＣＦ、ＦＬＴ３、ＴＰＯおよびＥＰＯの存在下の培養物において、多能性幹細胞をＭＥ
Ｐに分化させることを含む、方法。
（項目９）
　ＡＨＲアンタゴニストの存在下でＭＥＰ前駆細胞を培養することをさらに含む、項目８
に記載の方法。
（項目１０）
　ＡＨＲアゴニストの存在下でＭＥＰ前駆細胞を培養することをさらに含む、項目８に記
載の方法。
（項目１１）
　ＡＨＲアンタゴニストの存在下でＭＥＰ前駆細胞を培養すること、および、次いで、Ａ
ＨＲアゴニストの存在下でＭＥＰ前駆細胞を培養することをさらに含む、項目８に記載の
方法。
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（項目１２）
　ａ）ＢＭＰ－４、ＶＥＧＦ、Ｗｎｔ３ａおよびノックアウト血清代替物（ＫＯＳＲ）を
補充したＲＰＭＩ培地中で、前記多能性幹細胞を培養すること；
ｂ）ＢＭＰ－４、ＶＥＧＦ、ｂＦＧＦおよびＫＯＳＲを補充したＲＰＭＩ培地中で、工程
ａ）から得られた該細胞を培養すること；
ｃ）ＢＭＰ－４、ＶＥＧＦおよびｂＦＧＦを補充したＳｔｅｍＰｒｏ３４培地中で、工程
ｂ）から得られた該細胞を培養すること；
ｄ）ＶＥＧＦおよびｂＦＧＦを補充したＳｔｅｍＰｒｏ３４培地中で、工程ｃ）から得ら
れた該細胞を培養すること；
ｅ）Ｂ２７、Ｎ２－サプリメント、ＢＳＡ、ＶＥＧＦ、ｂＦＧＦ、ｈＳＣＦおよびＦｌｔ
３リガンドを補充したＩＭＤＭおよびＨａｍｓＦ１２の混合物中で、工程ｄ）から得られ
た該細胞を培養すること；ならびに
ｆ）Ｂ２７、Ｎ２－サプリメント、ＢＳＡ、ＶＥＧＦ、ｂＦＧＦ、ｈＳＣＦ、Ｆｌｔ３リ
ガンド、およびｈＴＰＯ、ＩＬ－６およびＥＰＯｇｅｎを補充したＩＭＤＭおよびＨａｍ
ｓＦ１２の混合物中で、工程ｅ）から得られた該細胞を培養すること
を含む、項目８に記載の方法。
（項目１３）
　培養工程ａ）～ｅ）の少なくとも１つにおける前記培地がＡｈＲアンタゴニストをさら
に含む、項目１２に記載の方法。
（項目１４）
　工程ｆ）における前記培養培地がＡｈＲアゴニストをさらに含む、項目１２に記載の方
法。
（項目１５）
　前記多能性幹細胞が、胚性幹（ＥＳ）細胞、人工多能性幹細胞（ｉＰＳＣ）、および核
移植によって生成された細胞から選択される、項目８に記載の方法。
（項目１６）
　前記ｉＰＣＳ細胞がＯＣＴ４、ＫＬＦ４、ＳＯＸ２およびｃＭＹＣを発現する、項目１
５に記載の方法。
（項目１７）
　前記ＭＥＰがＣＤ４１およびＣＤ２３５を共発現する、項目１に記載の方法。
（項目１８）
　前記ＭＥＰがＣＤ３４を発現しない、項目１に記載の方法。
（項目１９）
　前記培養物が１０日以内にＭＥＰ細胞を作り始める、項目１に記載の方法。
（項目２０）
　前記培養物が７日以内にＭＥＰ細胞を作り始める、項目１９に記載の方法。
（項目２１）
　前記培養物が新たなＭＥＰ細胞を少なくとも３０日間産生し続ける、項目１に記載の方
法。
（項目２２）
　前記培養物において産生されるＭＥＰの数が、２４時間の培養期間にわたって指数関数
的に増加する、項目１に記載の方法。
（項目２３）
　前記培養物が、１ｍｌ当たり少なくとも１００万個のＭＥＰを含む、項目１に記載の方
法。
（項目２４）
　前記培養物が、１ｍｌ当たり少なくとも１０００万個のＭＥＰを含む、項目１に記載の
方法。
（項目２５）
　前記培養物中の細胞の少なくとも１０％がＭＥＰである、項目１に記載の方法。
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（項目２６）
　前記培養物中の細胞の少なくとも５０％がＭＥＰである、項目１に記載の方法。
（項目２７）
　前記培養物が少なくとも１０００万個のＭＥＰを産生する、項目１に記載の方法。
（項目２８）
　前記培養物が少なくとも１億個のＭＥＰを産生する、項目１に記載の方法。
（項目２９）
　項目１に記載の方法によって作製された、ＭＥＰ。
（項目３０）
　項目１に記載の方法によって作製されたＭＥＰを含む、細胞培養物。
（項目３１）
　赤血球（ＲＢＣ）を作製する方法であって、
項目１に記載の方法にしたがってＭＥＰを作製すること、および
ＲＢＣを作製するのに十分な条件下で該ＭＥＰを培養すること
を含む、方法。
（項目３２）
　ＲＢＣを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培
養することを含む、項目３１に記載の方法。
（項目３３）
　ＲＢＣを作製するのに十分な前記条件が、赤血球特異化培地中で培養することを含む、
項目３１に記載の方法。
（項目３４）
　ＲＢＣを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲアゴニストの存在下で培養することを
さらに含む、項目３３に記載の方法。
（項目３５）
　赤血球（ＲＢＣ）を作製する方法であって、
項目２９に記載の方法にしたがってＭＥＰを提供すること、および
ＲＢＣを作製するのに十分な条件下で該ＭＥＰを培養すること
を含む、方法。
（項目３６）
　ＲＢＣを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培
養することを含む、項目３５に記載の方法。
（項目３７）
　ＲＢＣを作製するのに十分な前記条件が、赤血球特異化培地中で培養することを含む、
項目３５に記載の方法。
（項目３８）
　ＲＢＣを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲアゴニストの存在下で培養することを
さらに含む、項目３７に記載の方法。
（項目３９）
　赤血球（ＲＢＣ）を作製する方法であって、ＡｈＲアゴニストの存在下でＭＥＰを培養
することを含む、方法。
（項目４０）
　赤血球特異化培地中で前記ＭＥＰを培養することをさらに含む、項目３９に記載の方法
。
（項目４１）
　前記培養物が、１ｍｌ当たり少なくとも１００万個のＲＢＣを含む、項目３９に記載の
方法。
（項目４２）
　前記培養物が、１ｍｌ当たり少なくとも１０００万個のＲＢＣを含む、項目３９に記載
の方法。
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（項目４３）
　前記培養物中の細胞の少なくとも１０％がＲＢＣである、項目３９に記載の方法。
（項目４４）
　前記培養物中の細胞の少なくとも５０％がＲＢＣである、項目３９に記載の方法。
（項目４５）
　前記培養物が少なくとも１０００万個のＲＢＣを産生する、項目３９に記載の方法。
（項目４６）
　前記培養物が少なくとも１億個のＲＢＣを産生する、項目３９に記載の方法。
（項目４７）
　項目３９に記載の方法によって作製された、ＲＢＣ。
（項目４８）
　項目４７に記載のＲＢＣを含む、輸血組成物。
（項目４９）
　項目３９に記載の方法によって作製されたＲＢＣを含む、培養物。
（項目５０）
　巨核球（Ｍｋ）を作製する方法であって、
項目１に記載の方法にしたがってＭＥＰを作製すること、および
Ｍｋを作製するのに十分な条件下で該ＭＥＰを培養すること
を含む、方法。
（項目５１）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲ調節物質の存在下で前記ＭＥＰを培養す
ることを含む、項目５０に記載の方法。
（項目５２）
　前記ＡｈＲ調節物質がＡｈＲアンタゴニストである、項目５１に記載の方法。
（項目５３）
　ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培養すること、および、次いで、ＡｈＲアン
タゴニストの存在下で培養することを含む、項目５０に記載の方法。
（項目５４）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、巨核球特異化培地中で培養することを含む、項
目５０に記載の方法。
（項目５５）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲ調節物質の存在下で培養することをさら
に含む、項目５４に記載の方法。
（項目５６）
　前記ＡｈＲ調節物質がＡｈＲアンタゴニストである、項目５５に記載の方法。
（項目５７）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培養
すること、および、次いで、ＡｈＲアンタゴニストの存在下で培養することをさらに含む
、項目５４に記載の方法。
（項目５８）
　Ｍｋを作製する方法であって、
項目２９に記載のＭＥＰを提供すること、および
Ｍｋを作製するのに十分な条件下で該ＭＥＰを培養すること
を含む、方法。
（項目５９）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲ調節物質の存在下で前記ＭＥＰを培養す
ることを含む、項目５８に記載の方法。
（項目６０）
　前記ＡｈＲ調節物質がＡｈＲアンタゴニストである、項目５９に記載の方法。
（項目６１）
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　ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培養すること、および、次いで、ＡｈＲアン
タゴニストの存在下で培養することを含む、項目５８に記載の方法。
（項目６２）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、巨核球特異化培地中で培養することを含む、項
目５８に記載の方法。
（項目６３）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲ調節物質の存在下で培養することをさら
に含む、項目６２に記載の方法。
（項目６４）
　前記ＡｈＲ調節物質がＡｈＲアンタゴニストである、項目６３に記載の方法。
（項目６５）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培養
すること、および、次いで、ＡｈＲアンタゴニストの存在下で培養することをさらに含む
、項目６２に記載の方法。
（項目６６）
　Ｍｋを作製する方法であって、ＡｈＲ調節物質の存在下でＭＥＰを培養することを含む
、方法。
（項目６７）
　巨核球特異化培地中で前記ＭＥＰを培養することをさらに含む、項目６６に記載の方法
。
（項目６８）
　前記ＡｈＲ調節物質がＡｈＲアンタゴニストである、項目６６に記載の方法。
（項目６９）
　巨核球特異化培地中で前記ＭＥＰを培養することをさらに含む、項目６８に記載の方法
。
（項目７０）
　ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培養すること、および、次いで、ＡｈＲアン
タゴニストの存在下で培養することを含む、項目６６に記載の方法。
（項目７１）
　巨核球特異化培地中で前記ＭＥＰを培養することをさらに含む、項目７０に記載の方法
。
（項目７２）
　項目６６に記載の方法によって作製された、Ｍｋ。
（項目７３）
　項目６６に記載の方法によって作製されたＭｋを含む、培養物。
（項目７４）
　血小板を作製する方法であって、
項目１に記載の方法にしたがってＭＥＰを作製すること；
Ｍｋを作製するのに十分な条件下で該ＭＥＰを培養すること；および
該Ｍｋから血小板を分化させるのに十分な条件下で該Ｍｋを培養すること
を含む、方法。
（項目７５）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲ調節物質の存在下で前記ＭＥＰを培養す
ることを含む、項目７４に記載の方法。
（項目７６）
　前記ＡｈＲ調節物質がＡｈＲアンタゴニストである、項目７５に記載の方法。
（項目７７）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培養
すること、および、次いで、ＡｈＲアンタゴニストの存在下で培養することを含む、項目
７４に記載の方法。
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（項目７８）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、巨核球特異化培地中で培養することを含む、項
目７４に記載の方法。
（項目７９）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲ調節物質の存在下で培養することをさら
に含む、項目７８に記載の方法。
（項目８０）
　前記ＡｈＲ調節物質がＡｈＲアンタゴニストである、項目７９に記載の方法。
（項目８１）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培養
すること、および、次いで、ＡｈＲアンタゴニストの存在下で培養することを含む、項目
７８に記載の方法。
（項目８２）
　前記Ｍｋから血小板を分化させるのに十分な前記条件が、ＡｈＲアンタゴニストの存在
下で培養することを含む、項目７４に記載の方法。
（項目８３）
　血小板を作製する方法であって、
項目２９に記載のＭＥＰを提供すること；
Ｍｋを作製するのに十分な条件下で該ＭＥＰを培養すること；および
該Ｍｋから血小板を分化させるのに十分な条件下で該Ｍｋを培養すること
を含む、方法。
（項目８４）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲ調節物質の存在下で前記ＭＥＰを培養す
ることを含む、項目８３に記載の方法。
（項目８５）
　前記ＡｈＲ調節物質がＡｈＲアンタゴニストである、項目８４に記載の方法。
（項目８６）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培養
すること、および、次いで、ＡｈＲアンタゴニストの存在下で培養することを含む、項目
８３に記載の方法。
（項目８７）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、巨核球特異化培地中で培養することを含む、項
目８３に記載の方法。
（項目８８）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲ調節物質の存在下で培養することをさら
に含む、項目８７に記載の方法。
（項目８９）
　前記ＡｈＲ調節物質がＡｈＲアンタゴニストである、項目８８に記載の方法。
（項目９０）
　Ｍｋを作製するのに十分な前記条件が、ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培養
すること、および、次いで、ＡｈＲアンタゴニストの存在下で培養することを含む、項目
８７に記載の方法。
（項目９１）
　前記Ｍｋから血小板を分化させるのに十分な前記条件が、ＡｈＲアンタゴニストの存在
下で培養することを含む、項目８３に記載の方法。
（項目９２）
　血小板を作製する方法であって、ＡｈＲ調節物質の存在下でＭＥＰを培養してＭｋを作
製すること、および血小板を分化させるのに十分な条件下で該Ｍｋを培養することを含む
、方法。
（項目９３）
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　巨核球特異化培地中で前記ＭＥＰを培養することをさらに含む、項目９２に記載の方法
。
（項目９４）
　前記ＡｈＲ調節物質がＡｈＲアンタゴニストである、項目９２に記載の方法。
（項目９５）
　前記Ｍｋから血小板を分化させるのに十分な前記条件が、ＡｈＲアンタゴニストの存在
下で培養することを含む、項目９２に記載の方法。
（項目９６）
　ＡｈＲアゴニストの存在下で前記ＭＥＰを培養すること、および、次いで、ＡｈＲアン
タゴニストの存在下で培養することを含む、項目９２に記載の方法。
（項目９７）
　巨核球特異化培地中で前記ＭＥＰを培養することをさらに含む、項目９６に記載の方法
。
（項目９８）
　前記Ｍｋから血小板を分化させるのに十分な前記条件が、ＡｈＲアンタゴニストの存在
下で培養することを含む、項目９６に記載の方法。
（項目９９）
　項目９２に記載の方法によって作製された、血小板。
（項目１００）
　項目９９に記載の血小板を含む、輸血組成物。
（項目１０１）
　１ｍｌ当たり少なくとも１００万個のＭＥＰを含む、組成物。
（項目１０２）
　１ｍｌ当たり少なくとも１０００万個のＭＥＰを含む、項目１０１に記載の組成物。
（項目１０３）
　細胞を含む組成物であって、該細胞の少なくとも１０％がＭＥＰである、組成物。
（項目１０４）
　前記細胞の少なくとも５０％がＭＥＰである、項目１０３に記載の組成物。
（項目１０５）
　１ｍｌ当たり少なくとも１００万個のＭＥＰを含む、項目１０４に記載の組成物。
（項目１０６）
　１ｍｌ当たり少なくとも１０００万個のＭＥＰを含む、項目１０５に記載の組成物。
（項目１０７）
　ＲＢＣをさらに含む、項目１０１に記載の組成物。
（項目１０８）
　巨核球をさらに含む、項目１０１に記載の組成物。
（項目１０９）
　血小板をさらに含む、項目１０１に記載の組成物。
（項目１１０）
　細胞培養物である、項目１０１に記載の組成物。
（項目１１１）
　ＲＢＣの提供を必要とする患者にＲＢＣを提供する方法であって、項目４７に記載のＲ
ＢＣを含む組成物を該患者の循環系に輸血することを含む、方法。
（項目１１２）
　貧血の処置を必要とする患者における貧血を処置する方法であって、項目４７に記載の
ＲＢＣを含む組成物を該患者の循環系に輸血することを含む、方法。
（項目１１３）
　前記貧血が、ＲＢＣ産生の障害、ＲＢＣ破壊の増加、失血および体液過剰の少なくとも
１つによって引き起こされる、項目１１２に記載の方法。
（項目１１４）
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　前記貧血がサラセミアによって引き起こされる、項目１１２に記載の方法。
（項目１１５）
　前記貧血が鎌状赤血球貧血である、項目１１２に記載の方法。
（項目１１６）
　前記ＲＢＣが、前記患者に適合した血液型である、項目１１１に記載の方法。
（項目１１７）
　前記ＲＢＣが、前記患者から単離されたＲＢＣ前駆細胞から分化したものである、項目
１１１に記載の方法。
（項目１１８）
　血小板の提供を必要とする患者に血小板を提供する方法であって、項目９９に記載の血
小板を含む組成物を該患者の循環系に輸血することを含む、方法。
（項目１１９）
　血小板減少症の処置を必要とする患者における血小板減少症を処置する方法であって、
項目９９の記載に従って作製された血小板を含む組成物を該患者の循環系に輸血すること
を含む、方法。
（項目１２０）
　前記血小板減少症が、血小板産生の減少、血小板破壊の増加、および薬の少なくとも１
つによって引き起こされる、項目１１９に記載の方法。
（項目１２１）
　前記血小板が、前記患者に適合した血液型である、項目１１８に記載の方法。
（項目１２２）
　前記血小板が、前記患者から単離された血小板前駆細胞から分化したものである、項目
１１８に記載の方法。
（項目１２３）
　ＲＢＣに対する効果について化合物をスクリーニングする方法であって、
ａ）項目３９に記載の方法によってＲＢＣを作製すること；
ｂ）該ＲＢＣを該化合物と接触させること；および
ｃ）該ＲＢＣの変化を観察すること
を含む、方法。
（項目１２４）
　ＲＢＣに対する効果について化合物をスクリーニングする方法であって、
ａ）項目４７に記載のＲＢＣを提供すること；
ｂ）該ＲＢＣを該化合物と接触させること；および
ｃ）該ＲＢＣの変化を観察すること
を含む、方法。
（項目１２５）
　Ｍｋに対する効果について化合物をスクリーニングする方法であって、
ａ）項目６６に記載の方法によってＭｋを作製すること；
ｂ）該Ｍｋを該化合物と接触させること；および
ｃ）該Ｍｋの変化を観察すること
を含む、方法。
（項目１２６）
　Ｍｋに対する効果について化合物をスクリーニングする方法であって、
ａ）項目７２に記載のＭｋを提供すること；
ｂ）該Ｍｋを該化合物と接触させること；および
ｃ）該Ｍｋの変化を観察すること
を含む、方法。
（項目１２７）
　血小板に対する効果について化合物をスクリーニングする方法であって、
ａ）項目９２に記載の方法によって血小板を作製すること；
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ｂ）該血小板を該化合物と接触させること；および
ｃ）該血小板の変化を観察すること
を含む、方法。
（項目１２８）
　血小板に対する効果について化合物をスクリーニングする方法であって、
ａ）項目９９に記載の血小板を提供すること；
ｂ）該血小板を該化合物と接触させること；および
ｃ）該血小板の変化を観察すること
を含む、方法。
（項目１２９）
　ＲＢＣの提供を必要とする患者にＲＢＣを提供する方法であって、ＲＢＣを含む組成物
を該患者の循環系に輸血することを含み、該ＲＢＣの少なくとも一部が、項目１０７に記
載の組成物から得られたものである、方法。
（項目１３０）
　貧血の処置を必要とする患者における貧血を処置する方法であって、ＲＢＣを含む組成
物を該患者の循環系に輸血することを含み、該ＲＢＣの少なくとも一部が、項目１０７に
記載の組成物から得られたものである、方法。
（項目１３１）
　血小板の提供を必要とする患者に血小板を提供する方法であって、血小板を含む組成物
を該患者の循環系に輸血することを含み、該血小板の少なくとも一部が、項目１０９に記
載の組成物から得られたものである、方法。
（項目１３２）
　哺乳類のＲＢＣ数を増加させる方法であって、有効量のＡｈＲ調節物質を該哺乳類に投
与することを含む、方法。
（項目１３３）
　前記ＡｈＲ調節物質がＡｈＲアゴニストである、項目１３２に記載の方法。
（項目１３４）
　哺乳類の血小板数を増加させる方法であって、有効量のＡｈＲ調節物質を該哺乳類に投
与することを含む、方法。
（項目１３５）
　哺乳類における血小板減少症を処置する方法であって、有効量のＡｈＲ調節物質を該哺
乳類に投与することを含む、方法。
（項目１３６）
　ＡｈＲアゴニストを前記哺乳類に投与する、項目１３４または項目１３５に記載の方法
。
（項目１３７）
　ＡｈＲアンタゴニストを前記哺乳類に投与する、項目１３４または項目１３５に記載の
方法。
（項目１３８）
　ＡｈＲアゴニストおよびＡｈＲアンタゴニストの両方を前記哺乳類に投与することを含
む、項目１３４または項目１３５に記載の方法。
（項目１３９）
　血小板を作製する方法であって、ＡｈＲ調節物質の存在下でＭｋを培養することを含む
、方法。
（項目１４０）
　前記ＡｈＲ調節物質がＡｈＲアンタゴニストである、項目１３９に記載の方法。
（項目１４１）
　前記ＡｈＲアンタゴニストが、前記培養物中の巨核球胞体突起の産生速度を増加させる
効果を有する、項目１４０に記載の方法。
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